
常任委員会審議

Ｑ
地
域
交
流
施
設
は
山

間
地
域
に
あ
る
が
、
Ｐ
Ｒ

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

く
の
か
。

Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

Ｐ
Ｒ
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
本
市
の
他
の
施
設
と

一
体
的
な
Ｐ
Ｒ
を
広
報
等

で
も
行
い
た
い
。
全
国
展

開
ま
で
は
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。

い
。

Ｑ
旧
平
山
小
学
校
を
活

用
し
た
地
域
交
流
施
設
で

あ
る
が
、
利
用
料
金
の
減

免
措
置
は
考
え
て
い
な
い

か
。

Ａ
今
は
想
定
し
て
い
な

い
が
、
将
来
的
に
経
営
状

態
に
よ
っ
て
は
検
討
す
る
。

あ
る
。

Ｑ
団
員
数
は
現
在
何
名

か
。

Ａ
定
数
は
四
百
四
十
二

名
で
、
実
人
員
は
三
百
九

十
名
で
あ
る
。

Ｑ
出
務
手
当
一
回
六
千

二
百
円
は
、
少
な
く
は
な

い
か
。

Ａ
少
な
い
と
い
う
声
も

あ
る
が
、
本
市
が
一
番
多

く
、
少
な
い
と
は
言
え
な

Ｑ
償
還
助
成
補
助
金
の

見
込
み
件
数
は
。

Ａ
基
本
的
回
収
分
が
百

五
十
八
件
、
督
促
等
が
百

九
十
五
件
等
、
合
計
で
三

百
七
十
九
件
で
あ
り
、
金

額
に
す
る
と
七
百
九
十
八

万
六
千
円
で
あ
る
。

Ｑ
滞
納
繰
越
分
が
昨
年

に
比
べ
多
い
が
、
徴
収
の

見
込
み
は
。

Ａ
十
七
年
度
か
ら
徴
収

を
強
化
し
、
現
時
点
で
六

千
九
百
万
円
を
徴
収
し
た
。

Ｑ
構
成
メ
ン
バ
ー
を
問

う
。

Ａ
国
土
交
通
省
、
中
四

国
局
、
農
政
局
高
知
農
政

事
務
所
、
地
方
土
木
事
務

所
長
、
永
瀬
ダ
ム
管
理
事

務
所
長
、
中
央
東
農
業
セ

ン
タ
ー
所
長
、
中
央
東
福

祉
保
健
事
務
所
長
、
香
美

警
察
署
長
、
助
役
、
支
所

長
、
総
務
課
長
、
福
祉
事

務
所
長
、
建
設
都
計
課
長
、

農
政
課
長
、
防
災
対
策
課

長
、
教
育
長
、
消
防
長
、

消
防
団
連
合
団
長
、
そ
の

他
市
長
が
指
定
す
る
者
で
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れ
て
い
る
が
、
香
北
町
、

物
部
町
と
は
統
一
さ
れ
て

い
な
い
。
現
在
は
旧
三
町

村
の
料
金
設
定
の
ま
ま
で

あ
る
が
、
使
用
料
の
統
一

は
今
後
の
課
題
と
し
て
検

討
中
で
あ
る
。

（
補
足
説
明
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
び
ら
ふ
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
取
り
組
み
で
多

く
の
利
用
者
を
受
け
入
れ

て
い
た
が
、
介
護
保
険
制

度
の
改
正
に
よ
り
、
一
般

利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
こ

の
こ
と
に
関
し
、
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
行
政
に
相

談
が
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
十
八
年
度

に
関
し
て
は
一
部
を
残
し

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き

た
が
、
十
九
年
三
月
末
を

も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
の
条
例
改
正

で
あ
る
。

Ｑ
条
例
改
正
に
よ
っ
て

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な

く
な
っ
た
方
へ
の
対
応
は
。

Ｑ
七
割
、
五
割
、
二
割

軽
減
の
世
帯
数
は
。

Ａ
十
八
年
度
に
お
い
て

は
、
七
割
が
三
千
二
百
五

十
七
世
帯
、
五
割
が
三
百

二
十
一
世
帯
、
二
割
が
五

百
三
十
三
世
帯
と
な
っ
て

い
る
。

Ｑ
基
金
残
高
は
い
く
ら

か
。
ま
た
、
今
の
基
金
残

高
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
か
。

Ａ
十
八
年
度
当
初
の
基

金
残
高
は
約
七
億
六
千
万

円
で
あ
り
、
近
隣
の
市
と

比
較
し
て
も
相
当
裕
福
で

あ
る
。
本
市
の
国
保
会
計

の
規
模
に
対
し
て
、
基
金

残
高
は
適
正
な
規
模
よ
り

若
干
多
い
と
考
え
る
。
し

か
し
、
予
測
さ
れ
て
い
る

南
海
地
震
等
、
不
測
の
場

合
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
基
金
が
多
い

か
ら
と
い
っ
て
安
易
に
還

元
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

Ｑ
今
回
、
低
所
得
者
に

は
一
定
の
配
慮
を
し
て
い

る
が
、
高
所
得
者
の
層
に

は
負
担
増
と
な
っ
て
い
る
。

近
隣
の
市
町
村
は
本
市

よ
り
所
得
割
が
低
い
が
今

後
の
方
向
性
と
見
解
は
。

Ａ
所
得
割
に
つ
い
て
は

適
正
な
割
合
と
思
っ
て
い

る
。
近
隣
の
市
町
村
は
、

基
金
の
取
り
崩
し
で
対
応

し
て
い
る
部
分
が
あ
る

が
、
本
市
に
お
い
て
は
健

全
な
国
保
運
営
が
で
き
て

い
る
と
考
え
る
。

Ｑ
現
段
階
で
応
能
応
益

の
割
合
は
適
正
と
考
え
る

か
。

Ａ
全
体
の
所
得
が
高
け

れ
ば
、
所
得
割
は
低
く
て

か
ま
わ
な
い
が
、
本
市
の

現
状
で
は
難
し
い
部
分
が

あ
る
。
ま
た
、
所
得
割
を

あ
ま
り
上
げ
す
ぎ
る
と
負

担
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て

く
る
。

Ｑ
通
学
バ
ス
が
突
発
的

に
使
用
で
き
な
い
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
他

の
自
家
用
自
動
車
に
つ
い

て
も
登
録
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
通
学
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
物
部
町
の
み
存
在
す

る
も
の
で
、
地
元
業
者
に

委
託
し
、
通
常
は
十
五
人

乗
り
で
運
行
し
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
自
家
用
自
動
車

に
つ
い
て
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
登
録
し
て
い
る
。

（
補
足
説
明
）

平
山
小
学
校
の
廃
校
に

伴
い
同
校
体
育
館
を
社
会

体
育
施
設
と
し
て
有
効
に

活
用
す
る
た
め
、
条
例
に

平
山
体
育
館
を
加
え
る
。

Ｑ
地
域
交
流
施
設
の
利

用
者
が
体
育
施
設
を
使
用

す
る
場
合
、
一
般
住
民
と

同
額
の
料
金
設
定
か
。

Ａ
地
域
交
流
施
設
と
社

会
体
育
施
設
は
切
り
離
し

て
管
理
運
営
し
て
い
く
。

地
域
交
流
施
設
利
用
者
も

同
様
の
使
用
料
を
い
た
だ

く
こ
と
と
な
る
。

Ｑ
使
用
料
に
関
し
て
、

本
市
の
他
の
体
育
施
設
と

の
整
合
性
は
と
れ
て
い
る

か
。

Ａ
土
佐
山
田
町
内
の
他

の
体
育
施
設
と
は
統
一
さ
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Ｑ
償
還
金
元
金
支
払
い

の
時
期
に
入
っ
た
と
の
事

だ
が
、
今
後
何
年
支
払
う

の
か
。

Ａ
過
疎
債
、
下
水
道
債

で
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。

過
疎
債
は
三
年
据
え
置
き

十
二
年
償
還
、
下
水
道
債

は
五
年
据
え
置
き
三
十
年

償
還
と
、
二
十
八
年
償
還

で
い
ず
れ
も
長
期
に
亘
る
。

Ｑ
自
家
発
電
装
置
九
百

万
は
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
の

汚
水
で
、
民
家
二
軒
に
被

害
が
出
た
た
め
に
設
置
す

る
と
の
事
だ
が
、
使
用
度

が
極
め
て
低
い
中
で
設
置

す
る
理
由
は
。

Ａ
事
故
は
長
時
間
の
停

電
に
よ
り
起
こ
っ
た
。
一

件
は
建
物
の
壁
に
汚
物
が

付
着
、
も
う
一
件
は
マ
ン

ホ
ー
ル
か
ら
出
た
汚
水
が

民
家
に
流
入
し
、
洗
濯
機

な
ど
に
被
害
を
与
え
た
。

人
家
に
迷
惑
を
か
け
た

こ
と
か
ら
、
今
後
に
備
え

計
上
し
た
。
ま
た
、
他
の

地
域
を
点
検
し
た
が
、
こ

で
、
水
洗
便
所
改
造
資
金

利
子
補
給
補
助
金
は
、
縮

小
の
方
向
と
聞
い
て
い
る

が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ
水
洗
便
所
改
修
資
金

は
、
現
在
、
一
軒
あ
た
り

七
十
二
万
円
の
融
資
を
行

っ
て
お
り
、
こ
の
利
子
分

を
補
給
す
る
制
度
で
あ
る
。

有
利
な
制
度
な
の
で
今
後

と
も
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
縮
小
は
考
え
て
い

な
い
。

き
工
法
に
よ
っ
て
管
を
替

え
る
よ
う
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。

Ｑ
香
北
町
清
爪
地
区
の

ポ
ン
プ
更
新
の
覚
書
は
今

回
の
み
の
も
の
か
。

Ａ
旧
香
北
町
と
清
爪
地

区
で
交
わ
し
た
覚
書
に
よ

る
と
、
時
期
は
平
成
二
十

年
ま
で
に
行
う
と
あ
り
、

今
回
の
取
り
替
え
で
終
了

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
債
務
負
担
行
為
の
中

う
し
た
ケ
ー
ス
は
な
い
。

Ｑ
農
業
集
落
排
水
事
業

推
進
協
議
会
負
担
金
と
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
協
議

会
か
。

Ａ
県
内
で
農
業
集
落
排

水
事
業
を
行
っ
て
い
る
市

町
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る

協
議
会
で
あ
る
。
事
業
に

つ
い
て
の
助
言
や
情
報
が

得
ら
れ
る
の
で
、
加
入
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
。

Ｑ
受
益
者
負
担
金
が
減

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
見

込
み
違
い
の
原
因
は
。

Ａ
前
年
度
予
算
と
同
額

の
計
上
で
あ
っ
た
が
、
過

大
な
計
上
で
あ
り
半
分
以

下
と
な
っ
た
。
原
因
と
し

て
、
旧
香
北
町
当
時
に
奨

励
金
が
切
れ
る
十
七
年
に

駆
け
込
み
加
入
が
あ
っ
た

事
と
合
併
前
に
公
共
施
設

の
加
入
が
終
了
し
た
こ
と

に
も
あ
る
。

Ｑ
今
回
の
事
業
地
区
は

逆
川
だ
が
、
今
後
他
の
地

域
で
も
要
望
が
出
た
場
合
、

こ
の
条
例
で
対
応
す
る
の

か
。Ａ

特
別
会
計
設
置
と
い

う
事
で
、
今
後
市
内
の
各

地
で
も
事
業
が
あ
れ
ば
同

様
の
会
計
で
行
う
。

Ｑ
配
管
施
設
工
事
中
、

元
旦
に
片
地
地
区
で
断
水

と
な
り
市
民
が
迷
惑
を
被

っ
た
。
こ
の
こ
と
も
考
慮

の
上
、
工
事
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

Ａ
配
管
自
体
へ
の
砂
ま

き
工
法
が
ほ
と
ん
ど
取
ら

れ
て
お
ら
ず
、
玉
石
の
上

に
の
っ
た
管
は
、
こ
と
ご

と
く
ク
ラ
ッ
ク
が
入
っ
て

い
る
。
早
急
に
全
面
砂
ま
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Ａ
改
正
前
の
介
護
保
険

制
度
で
は
、
介
護
１
か
ら

５
、
要
支
援
１
で
あ
り
、

要
支
援
１
ま
で
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
て
い
た
。
ま

た
、
介
護
保
険
外
の
方
に

つ
い
て
も
補
助
事
業
で
各

市
町
村
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
、
一
般
高
齢
者

の
交
流
の
場
、
生
き
が
い

の
場
に
な
っ
て
い
た
た

め
、
廃
止
に
あ
た
っ
て
は

抵
抗
も
多
く
あ
っ
た
。
制

度
改
正
後
、
要
支
援
の
方

は
介
護
予
防
に
、
介
護
保

険
外
の
方
は
ハ
イ
リ
ス
ク

と
そ
う
で
な
い
方
の
二
つ

に
分
か
れ
て
介
護
予
防
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
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